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要旨 : 

溶鉱炉は，鋼製ニーズに応じた品質の溶銑を安定に生産するだけでなく，製鉄所のエネルギ

ー戦略上重要な，高炉ガス発生源の役割を持つ。千葉製鉄所では西 3 号発電所の稼動に伴

い，安価な高炉ガスを多量に供給するために，鉄鉱石の還元溶解に必要なコークス量以上の

余剰コークスを炉内で燃焼して高効率下に高炉ガスを発生させる技術が，重点課題となっ

た。本報告は，種々の条件下での高コークス比操業実験を行い，高炉系におけるコークスエ

ネルギーの転換効率を評価したものである。高コークス比操業時でも，羽口前入熱量調整，

装入物分布調整，増分ボッシュガス量調整により，〔Si〕やヒートロスの上昇防止が可能で

あり，エネルギー転換効率 70～80％の達成が実証された。 

  

Synopsis : 


















